
UBE株式会社は2025年5月20日、2025年度から2030年度までの6年間を対象とする新中期経営計画
「UBE Vision 2030 Transformation �2nd Stage-」を発表した 。本計画は、同社が「地球環境
と人々の健康、そして豊かな未来社会に貢献するスペシャリティ化学企業」への進化を目指す野心的
な戦略である 。2030年度には売上高5500億円、営業利益600億円、ROE9%を目標とし、さら
に2035�40年度には売上高1兆円、営業利益1000億円、ROE10%以上という長期ビジョンを掲げてい
る 。

UBE Vision 2030における財務目標の推移を示すグラフ

UBE株式会社新中期経営計画「UBE Vision 2030
Transformation �2nd Stage-」の詳細分析と市場評
価
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計画の概要と数値目標



新中期経営計画では、2030年度の売上高を2025年3月期実績4868億円から13%増の5500億円へ拡
大し、営業利益は180億円から3.3倍の600億円への大幅な改善を目指している 。6年間の総投
資額は5450億円に上り、うち設備投資・M&Aに4600億円、研究開発費に850億円を配分する計画で
ある 。

UBE新中期経営計画における6年間の投資配分

株主還元においては、株主資本配当率（DOE）2.5%以上を維持し、中計前半3年間で連結総還元性向
30%以上を目安とし、後半3年間では累進配当を目指すとしている 。西田祐樹社長は「配当は
今後一切下げない。必ず維持もしくは上げる方針」と明言している 。

同社は5つのマテリアリティ（重要課題）を設定し、スペシャリティ事業の拡大を最優先に据えてい
る 。ベーシック事業では、アンモニア、カプロラクタム、ナイロンポリマーの生産撤退・縮小
を着実に実行し、機械事業とセメント関連事業の株式上場を進めることで、スペシャリティ化学企業
へのポートフォリオ転換を図る 。

財務目標と投資計画
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事業ポートフォリオの転換
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成長性の評価と分析



UBEは成長戦略の柱として積極的なM&A戦略を採用している 。2025年4月には独ランクセス社か
らウレタンシステムズ事業を約748億円で買収し、北米市場を中心とした事業拡大の足がかりを築い
た 。西田社長は「同規模のM&Aを中計期間中に新たに2件取り組んでいきたい」と述べ、特に
医療関連事業でライフサイエンス・ヘルスケア領域への拡大を目指している 。

主力のスペシャリティ事業では、ポリイミド、分離膜、セラミックス、C1ケミカルなどの既存事業に
加え、買収したウレタンシステムズ事業の統合効果により収益拡大を図る 。分離膜事業では、
バイオメタン製造向けの旺盛な需要を受け、当初想定より大幅に前倒しして増産を決定している
。

2035�40年度の売上高1兆円達成に向けては、スペシャリティ事業の成長率を年率4�5%程度と見込ん
でいる 。アナリストからは、ROE9%目標について「買い」判断が多数を占めており、平均目標株
価2833円と26.55%の上昇余地があると評価されている 。

UBEが直面する最大のリスクは中国企業による過剰供給である 。アンモニア生産などのベーシッ
ク事業で、中国企業の過剰供給によりアジア市場を中心に事業環境が大きく悪化している 。2025

年3月期には減損損失約350億円を計上し、175億円の最終赤字に転落した 。

ベーシック事業の構造改革に伴い、2025年度に約350億円の減損損失を一括計上し、さらに2028年
度以降に設備解体費用約300億円が段階的に発生する予定である 。これらの一過性コストは短
期的な業績圧迫要因となっている 。

スペシャリティ事業への依存度増加、為替変動、グローバル展開に伴うリスク、人材確保の困難、技
術競争の激化などが主要なリスク要因として挙げられる 。同社はこれらのリスクに対し、M&A・
技術開発による事業多様化、為替ヘッジ、多極化による分散などの対策を講じている 。

UBEは従来の日本・アジア・欧州の3極体制に加え、新たに米州拠点を整備し、4極体制を構築する計
画である 。各拠点はマネジメント体制（資本、指揮命令、人財、バックオフィス等）を強化
し、新規事業のグローバル展開やグローバル企業の買収を円滑に進められる体制を整備する 。

積極的なM&A戦略
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スペシャリティ事業の成長ドライバー

�1� �2�

�9�

長期ビジョンの実現可能性
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リスク要因と対策

中国の過剰供給問題
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構造改革に伴うコストリスク
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その他のリスク要因
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海外展開戦略

4極体制の構築
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ランクセス社から買収したウレタンシステムズ事業は、北米市場を主力とし、UBEグループが手薄と
なっている地域での事業拡大を可能にする 。同事業は年率4�5%の安定成長が見込まれ、特に半導
体製造装置向けなどの成長分野での伸びが期待されている 。

スペシャリティ化学市場では、BASF、アクゾ・ノーベル、エボニック・インダストリーズなどのグ
ローバル大手との競争が激化している 。UBEは地域密着・顧客密着を強みとし、ニッチ分野での
技術力と一貫生産体制による差別化を図っている 。

同社は「多様な人財の活躍」をマテリアリティの一つに掲げ、スペシャリティ事業のグローバル展開
に向けて多様な人材の採用を積極化している 。2030年までに女性管理職比率15%、女性社員比
率30%、外国人管理職5名以上登用を目標としている 。

1人当たりの人材投資額を30万円以上、研修時間を30時間以上に設定し、継続的な人材育成に取り組
む 。DXによるキャリアオーナーシップ・マネジメントの構築を進め、社員が自発的にキャリア形
成できる環境整備を図っている 。

次世代リーダー候補20余名を対象とした研修プログラムを実施し、海外重要拠点であるスペイン、タ
イの社員も参加することで、多様性のあるチームプロジェクトを実践している 。修了生は10年後
には200数十名に上る計算で、グローバル化の原動力となることが期待されている 。

同社は研究開発機能の再編・統合を進めるとともに、売上高に対する研究開発費率を大幅に引き上げ
る方針を示している 。現在の研究開発費率3.5%から大幅な増加を計画しており、6年間で850

億円の研究開発投資を予定している 。

2023年3月時点で2789件の特許を保有し、2023年度に178件の新規特許を登録している 。ス
ペシャリティ化学を中核とする企業グループ実現に向け、スペシャリティ事業の特許出願・登録比率
を高めている 。知財戦略会議を開催し、知的財産の獲得や知財投資の状況を審議する体制を構
築している 。

ウレタンシステムズ事業統合の意義
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グローバル競争戦略
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人材戦略

グローバル人材の確保と育成
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人材投資の拡大
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グローバル・ビジネス・リーダー研修
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知的財産・無形資産戦略

研究開発投資の大幅強化
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特許戦略の強化
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職務発明規程に基づく報奨制度により、発明者のモチベーション向上と継続的な発明創作を奨励して
いる 。知財e-learning導入、特許価値評価手法の啓蒙により、グループ全体のIPリテラシー向上を
図っている 。

2025年6月3日時点で、アナリストコンセンサスは「買い」判断となっており、強気買い1人、買い2

人、中立3人の内訳である 。平均目標株価は2833円で、現在株価から26.55%の上昇が予想され
ている 。2026年3月期の業績予想は売上高5088億円、当期利益262億円となっている 。

5月20日の中期経営計画発表後、株価は一時的に上昇したものの、決算発表後は調整局面を迎えた
。PER8倍、PBR0.56倍と割安水準にあり、配当利回り4.86%の高水準を維持している 。投資

家からは、構造改革の完遂と成長戦略の実現可能性に注目が集まっている 。

化学業界では、UBEのスペシャリティ化戦略について、競合他社との差別化と持続的競争優位の確立
が課題として指摘されている 。一方で、各スペシャリティ事業における市場分析と成長戦略の具
体性は評価されており、競争優位性の持続性があると判断されている 。

UBE Vision 2030 Transformation �2nd Stage-は、同社の抜本的な事業構造転換を目指す野心的な計
画である 。売上高2倍、営業利益3倍超という高い成長目標を掲げ、5450億円の大規模投資と
M&A戦略により実現を図る 。

成長性の観点では、ウレタンシステムズ事業統合、北米市場参入、医療事業拡大などの具体的な成長
ドライバーを有し、アナリストからも概ね好意的な評価を受けている 。リスク面では、中国の
過剰供給問題や構造改革コストが短期的な課題となるものの、スペシャリティ事業への集中により中
長期的な収益安定化が期待される 。

海外展開では4極体制構築により地理的分散を図り、人材戦略では多様性推進とグローバル人材育成
に注力している 。知財戦略では研究開発費率の大幅増と特許戦略強化により、技術的優位性の
確保を目指している 。

総合的に見ると、短期的には構造改革に伴う業績変動があるものの、中長期的にはスペシャリティ化
学企業としての持続的成長が期待できる戦略と評価される 。ただし、計画の成功には市場環境
の変化への適応力と着実な実行力が鍵となる 。
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イノベーション創出の仕組み
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株価反応と市場評価
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業界関係者の見方
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